
甲第 /号証

第
五

条
会
員
は
、
所
定
の
会
費
を
納
め
本
会
の
諸
規
定
に
従
い
、
目
的
達
成
の
た
め
積
極
的
に
活

第
四
条

第
三
条

会
員
・
準
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

第
二
条

本
会
は
部
落
の
完
全
解
放
及
び
人
権
尊
重
の
社
会
作
り
を
目
的
と
す
る

第
一
条

本
会
は
部
落
解
放
愛
す
る
会
茨
城
県
連
合
会
と
称
し
、
事
務
所
を
下
妻
市
大
字
平
方
三
一

第
三

章
準

会
員

第
二

章
会

第
：
一

章
総

瘤

動
す
る
。

会
員
は
茨
城
県
下
に
居
住
し
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
部
落
解
放
及
び
人
間
解
放
の
社
会
作

り
を
推
進
す
る
人
達
を
も
っ
て
構
成
し
、
本
会
の
綱
領
規
約
を
承
認
し
、
所
属
支
部
長
の
承

認
を
得
る
。
（
但
し
、
支
部
の
状
況
に
応
じ
て
支
部
長
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
県
外
居
住

部
落
解
放
愛
す
る
会
茨
城
県
連
合
会
規
約

認
を
得
る
・
（
但
し
、
支
部
の
状
況
に
応
じ

凸

で
あ
っ
て
も
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

八
番
地
に
お
く

二

季

｡

員 則

｡

●

－7－
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溺

蝿:，jS－
恥鴬

第
三
条

大
会
は
本
会
の
最
高
機
関
で
あ
り
、
代
議
員
へ
第
二
五
条
伽
～
例
役
員
を
も
っ
て
構
成
し
、

毎
年
一
回
執
行
委
員
会
の
決
議
を
経
て
、
執
行
委
員
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

第
一
○
条

広
域
合
併
さ
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
も
支
部
は
従
来
通
り
と
す
る
．

第
九
条

本
会
の
組
織
は
原
則
と
し
て
各
支
部
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
支
部
は
旧
市
町
村
を
単
位
と

し
貢
成
人
三
人
以
上
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
し
、
本
会
の
決
議
事
項
を
実
施
し
、
日
常
活

第
七
条

準
会
員
睦
本
会
の
目
的
を
深
く
理
解
・
承
認
し
、
執
行
委
員
会

県
民
と
す
る
。

第

第
八
条

準
会
員
は
本
会
諸
決
定
を
守
り
へ
と
も
に
解
放
運
動
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
準

会
員
は
執
行
委
員
会
の
承
認
を
得
た
後
に
会
員
と
な
る
こ
と
も
で
き
る
。

》

灘一ハ

､耐

蝋条第
五

章
機

第
四
‐
章

組

1

た
め
に
準
会
員
を
設
置
す
る
。

第
一
節

大

動
を
活
発
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅲ
ｌ
Ｐ
．
‐
■
口
哩
■
■
釦
脚
呼
町
Ⅱ
■
■
■
画
■
■
■
■
口
Ｂ
Ｌ
ｆ
ｌ
ｒ
Ⅱ
ｌ
凸
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
０
９
日
Ⅱ
Ｐ
ｑ
ｊ
凸
■
■
■
Ｈ
Ｂ
Ｒ
■
■
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
Ｈ
■
■

但
し
、
執
行
委
員
の
三
分
の
一
以
上
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
臨
時
大
会
を
開
か
ね
ば

本
会
は
部
落
解
放
及
び
人
権
尊
重
の
社
会
作
り
を
全
県
民

△室

関 織

四０
ｌ
■
１
日
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｒ
Ｂ
８
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ｆ
■

０
１
１

』
■
田
凹
ｒ
』
■
■
、
鼻
１
日
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
１
１

A

P

＝

里

．＃

に
庁

判

の
課
題
と
し
て
い
く

の
承
認
を
得
た
る
茨
城

Ｉ
津
ｉ
‘
０
，
日
１
■
皇
Ｆ
し
■
が
“
Ｄ
０
Ｉ
ｔ
Ｉ

‐

駁埼

』■疹挙

四

－8－



や

第一
七
条

財
務
委
員
会
は
財
務
委
員
長
、
財
務
委
員
で
構
成
す
る
。

第
一
六
条

執
行
委
員
会
は
、
執
行
委
員
の
三
分
の
二
以
上
を
も
っ
て
成
立
し
、
議
事
は
出
席
執
行
委

＃
：

員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
め
る
。

第
一
五
条

執
行
委
員
会
は
大
会
に
つ
ぐ
決
議
機
関
で
あ
り
、
第
二
五
条
側
役
員
を
以
っ
て
構
成
し
、

必
要
に
応
じ
て
執
行
委
員
長
が
招
集
す
る
。

第
一
四
条

大
会
は
各
機
関
の
報
告
を
確
認
し
、
承
認
し
内
外
に
発
表
す
る
と
と
も
に
、
各
役
員
を
選

第
一
三
条

大
会
は
代
議
員
の
二
分
の
一
以
上
の
出
席
に
よ
っ
て
成
立
し
、
議
事
は
出
席
代
議
員
の
過

第
一
二
条

但
し
、

一執
行
一

郭
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節

財
務
委
員
会

第
二
節

執
行
委
員
会

出
す
る
。

半
数
を
も
っ
て
決
め
る
。

代
議
員
は
、
会
費
完
納
の
会
員
数
に
よ
っ
て
支
部
か
ら
選
出
す
る
。
但
し
、
選
出
比
率
は

別
に
定
め
な
い
ｐ

な
ら
な
い

執
行
委
員
の
三
分
の
一
以
上
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
招
集
し
な
け

◎

１
１
‐
‐
‐
Ｉ
Ｄ
●
叫
閃
ｉ
ｆ

旧
凶
■
日
Ｉ
旧
旧
Ｂ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ

ト
ー

Ｉ
１
１
１
１

ｊ
ｌ

ｌ
ｊ

Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

拙
臥Ⅲ

・
日
Ⅱ
■
■
■
Ｉ
■
０
１
１

１
町
蛆
伽

，
。
■
酔
廿
肌

（

Ｌ
ｊ
叩
。
囚
Ｉ
Ｉ
Ｊ
上

－9－



ト
ー
小

第
一
八
条

財
務
委
員
会
は
愛
す
る
会
の
運
営
に
対
す
る
重
大
な
支
出
が
生
ず
る
場
合
、
必
要
に
応
じ

第
一
九
条

財
務
委
員
会
は
各
委
員
の
三
分
の
二
を
も
っ
て
成
立
し
、
議
事
は
出
席
委
員
の
過
半
数
を
、

第
二
○
条

第
二
一
条

第
二
二
条

本
部
五
役
会
は
執
行
委
員
会
に
つ
ぐ
決
議
機
関
で
あ
り
、
執
行
委
員
長
、
副
執
行
委
員
長
、

第
二
四
条

本
部
五
役
会
は
、
本
部
五
役
の
三
人
以
上
を
も
っ
て
成
立
し
、
議
事
は
出
席
五
役
の
過
半

第
二
三
条

本
部
五
役
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
執
行
委
員
長
が
招
集
す
る
。

Ｋ
Ｄ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
蝋
１
１
１
画
ｌ
８
１
８
２
ｎ
ｌ
Ｉ
ｓ
Ｉ
１
’
し
㈹
Ⅱ
Ｉ
ｌ
１
１
Ｉ
‐
日
出
■
０
１
０
１
Ⅱ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｒ
１
Ｉ
１
，
１
願
Ｉ
Ｂ
Ｄ
■
Ｂ
Ｅ
－
Ｂ
Ｅ
１
■
皿
■
間
勵
・
罰
礼
祁
１
１
１
判
１
１
日
Ｉ
Ａ
ｉ
１
２
ｊ
Ｉ

“

第
四
節

統
制
委
員
会

も
っ
て
決
め
執
行
委
員
会
に
報
告
す
る
心

て
委
員
長
が
招
集
す
る
。

第
五
節

本
部
五
役
会

書
記
長
、
財
務
委
員
長
、
統
制
委
員
長
で
構
成
す
る
。

統
制
委
員
会
は
、
統
制
委
員
長
ｄ
統
制
委
員
で
構
成
す
る
。

①
統
制
委
員
会
は
、
本
会
も
し
く
は
執
行
委
員
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
本
会
の
規
約
及
び

ｆ

査
し
、
そ
れ
に
対
す
る
処
分
を
決
定
し
て
本
会
、
大
会
及
び
執
行
委
員
会
に
報
告
す
る
。

②
前
項
の
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
予
め
、
審
査
の
対
象
と
な
る
会
員
に
対
し
、
弁
明
す

機
関
の
決
定
事
項
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
会
員
を
審
査
し
、
ま
た
は
懲
戒
事
由
を
審

る
の
に
十
分
な
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

’
１
６
１
，
１
１
‐
ｌ
０
ｊ
ｌ
ｒ
Ｄ
Ｉ
４
０
‐
４
６
ｌ
ｂ
‐
。
１
日
‐
Ｉ
‐
Ｏ
ｆ
ｌ
●
１
８
‐
１
‐
ロ
＃
７

ご

￥

に『』

腱＃
U識

岬hj

Tソ

■や

吟
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＝

第
二
五
条

本
会
に
つ
ぎ
の
役
員
、
書
記
局
、
顧
問
を
置
く
。

第
六

章
役
員
、
書
記
局
、
顧
問

4F

数
を
以
っ
て
決
め
る
。

一
、
役
員

(2) (1)
■ 一

、
財

務
委

員
長

一
、
財

務
委

員

一 一 一 一 一 一 , 一‘ 一

、
執

行

、
副
執
一

、
書

、
財

務

、
統

制

、
書

記

、
青

年

、
執

行

財
務
委
員
会

執
行
委
員
会

1

1

1

委
員

長

行
委
員

長

記
長

委
員

長

委
員

長

一
次

長

．
部

長

一
委

員

：
１
１
１
１

若
干
名

若
干
名

一

名

一

名

一

名

一 一
一

名

一 ･■■ 一

名 名名 名

Ｉ
Ⅱ

０
１
１
１１
１
１

１
１
１

し

曝
閣
贋
噛
心
旧
囚
呂
郡
思
■
■
■
■
■
■
■
■
日
‐
‐
Ｉ
ト
ー
１
１

．４
１
１
‐
１
１
Ⅱ

■
■
宝
踊
■
■
男
皿
町
■
吾
■
α
皿
■
■
■

-11-



第
二
六
条

執
行
委
員
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
括
す
る
。

Ｉ
・
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｆ
Ｉ
。
●
■
ｕ
Ｉ
Ｉ
ｉ
刷
り
１
９
日

帥
１
１

１
８
１
Ⅱ

伽
１
１
１
１
‐
‐

１

認
を
得
る
。

副
執
行
委
員
長
は
、
執
行
委
員
長
を
補
佐
し
や
執
行
委
員
長
事
故
あ
る
時
は
代
理
す
る
。

ま
た
、
書
記
長
、
書
記
次
長
は
執
行
委
員
長
を
補
佐
し
、
会
務
を
司
る
。
ま
た
書
記
長
は
会

員
・
準
会
員
の
指
導
育
成
に
あ
た
り
、
活
動
方
針
に
基
づ
き
、
運
動
を
総
括
し
、
推
進
す
る
。

財
務
委
員
長
は
、
本
会
の
会
計
を
司
り
、
一
カ
月
に
一
度
本
部
五
役
に
こ
れ
を
報
告
し
、
承

一
、
書

一
、
書

三
、
顧

一
、
統

一
、
統

側
監

一
、
今
云

二
、
書

記

統
制
委
員
長
は
、
統
制
委
員
を
総
括
し
、
会
の
統
制
を
は
か
り
、
規
約
及
び
機
関
の
決
定

(3)

Ⅱ
’
’
０
９
８
，
．
１
．
■
凸
■
、
７
１
，
‐
ｉ
ｌ
■
Ｄ

統
制
委
員
会

書
記

局
員

若
干
名

問 局
計 査 制 制

記
長

委
員

長

監
査

委
員

若
干
名

ト

．

Ｊ
１
■
Ｉ
０
ｑ

ｌ
１
‐
Ⅱ
日
日
。
Ⅱ

５
■
Ｉ
・
Ｉ
Ｆ
Ⅱ
Ⅲ
ｆ
■
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｈ
－
Ｉ
ｌ
■
Ｆ

一

一

名

一

名

一

名

ｌ

ｊ
Ｉ
１
側
●
■
Ⅱ
“
１
０
０
３
８
９
０
Ｂ
Ｂ
Ｂ
■
●
■
Ｈ
１
。
■
Ｐ
日
井
口
■
■
■
■
局
凹
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
１
０
１
１
肌
閥
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
旧
■
旧
旧
旧

■
一
』

↑

も

竜

－12－



第
三
一
条

会
員
は
全
て
の
面
で
協
力
し
、
参
加
し
、
よ
り
強
固
な
会
を
作
り
上
げ
る
た
め
に

第
三
○
条

会
員
は
、
本
会
の
名
誉
を
汚
損
す
る
行
為
な
ら
び
に
規
約
に
反
し
、
機
関
の
決
定

第
二
九
条

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

第
二
八
条

本
会
は
執
行
委
員
会
の
承
認
を
得
て
寄
付
金
を
受
け
目
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
七
条

本
会
の
経
費
は
、
会
費
へ
そ
の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
充
て
る
。
会
費
は
執
行
委
員

会
決
定
に
従
っ
て
、
各
支
部
長
が
集
め
事
務
係
に
納
入
す
る
。

第
八

章
規

第
七

章
財

務
会

計

再
任
を
妨
げ
な
い
。

１
１

を
徹
底
し
て
遵
守
さ
せ
る
。

９
１

役
員
の
任
期
は
二
年
間
と
し
、
偶
数
年
に
切
り
替
え
る
。

（
当
該
代
議
員
大
会
ま
で
）

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
項
に
従
わ
な
い
等
の
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

会
計
監
査
は
、
一

会
に
報
告
す
る
。

連
合
会
の
経
理
出
納
及
び
事
業
の
執
行
状
況
を
監
査
し
、
こ
れ
を
大

律

－13－



０
少

第
三
七
条

本
規
約
堕

第
三
八
条
》

（
付

則
）

第
三
六
条

本
規
約
の
改
正
は
、

第
三
五
条

第
三
四
条

第
三
三
条

ば
な
ら
な
い
。

本
規
約
に
基
づ
く
施
行
細
目
は
、
執
行
委
員
会
が
こ
れ
を
定
め
る
。

こ
の
規
約
は
一
一
○
○
八
年
五
月
二
十
三
日
よ
り
施
行
す
る
。

①
会員は、ある会員について懲戒の事由があると考えるときには、その事

由
を
明
ら
か
に
し
て
、
本
会
に
対
し
懲
戒
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
本会は、懲戒の事由があると考えるときは、統制委員会にその審査をさ

せ
た
う
え
、
相
当
な
議
決
を
求
め
る
。

懲
戒
は
、

「
戒
告

二
、
二
年

三
、
除
名

①
会員が第三十条もしくは第三一条に違反した場合には、懲戒を受ける。

②
懲
戒
は
、
統
制
委
員
会
の
議
決
に
基
づ
い
て
、
本会が行う。

ｐ
宮 二
年
以
内
の
権
利
停
止

次
の
三
種
類
と
す
る

1

1

代
議
員
大
会
に
お
い
て
出
席
代
議
員
の
三
分
の
二
の
賛
成
が
な
け
れ

｡

４
１
１

町
１
１
．

ｌ
ｌ
ｉ
‐

’’

11

!li1，

’

h召

凸慨電･'曇＆

間

津

､、
－14－
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Ｉ
０
Ｆ
Ｌ

・
・
‐
▼
』
ｒ
ご
画
囚
里

４
Ｎ
‐
Ｊ
Ｍ

や

二
○
二
二
年
度
県
連
役
員
、
書
記
局

一
り
役
員

１
執
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